
様式１

（公益・特別法人用）

【対象決算年度：平成２３年度】
１　団体の概要 ２　団体の改革推進の状況

設立年

実施年月 実施年月

平成15年度末 平成16年4月～県派遣職員の廃止

平成16年6月 平成17年3月まで

平成16年度中

平成18年度～ 平成17年3月

平成17年6月

平成20年1月 改革基本方針改訂「団体の自立的な運営」 平成17年4月

平成17年8・12月

平成20年4月

平成20年7月

平成20年11月

平成21年度中

平成22年3月 第3次基本構想策定

＊役職員数は各年度当初現在、平均年齢及び平均年収は平成23年度当初現在

経営計画等の策定状況

平成17年3月　長野県社会福祉協議会改革プランを策定（H17年度～H21年度）
うち県職員 平成22年3月　第3次長野県社会福祉協議会基本構想策定（H22年度～H26年度）

情報公開の取組状況

うち県職員 情報公開に関する規定に基づいて経営状況等を公表

ホームページの開設、機関誌の発行等を通じて、事業内容を公表
うち県職員

監査等結果

平成２３年度　包括外部監査報告より

監査人の評価

65.3 2,250 45.72

＊次表は22年度の状況で、（　）内は21年度 （単位：千円、％）

団体の課題等

〔団体記載欄〕 〔県記載欄〕

公益事業比率 0.00 (0.0) 17.8 (18.2)

経常比率 100.5 (101.4) 4,256.1 (4,787.9)

人件費比率 26.8 (32.3) 512.8 (501.5)

管理費比率 24.5 (38.8) 91.6 (91.2)

21.6 (66.0) 0.2 (0.2)

54.2 (74.4)

　おおむね進捗していると考える。当協議会は、公共性・公益性の極めて高い組織であり、社会福祉を目的とする事業を実施する組織
のため、独自事業に制限がある中で、介護支援専門員実務研修受講試験事業、地域福祉コーディネーター養成研修等の実績がある。
さらに今後も独自事業の推進に努めていく必要がある。

団体の自立的な運営

　平成16年度から、県の改革基本方針「県関与の抜本的な縮減」に
基づき改革を推進し、県の補助・委託事業の個別見直し、役員体制
の見直し、事務局体制の整備、会員増による自主財源の確保等を
実施してきた。
　20年度からは、「団体の自立的な運営」をめざし、法人の継続的、
自立的運営のための基盤強化に向けて改革中であり、人材育成の
ため県職員と本会職員の交流研修の継続実施、市町村社協や関
係団体と連携しやすい組織への転換等、将来を見据えて着実に改
革を進めている。

　
 

　県社協は地域福祉の推進に欠かすことのできない存在である
が、長野県出資等外郭団体「改革基本方針」により、県社協には自
立した団体運営が求められており、県の関与は県社協の自主性を
阻害しないものとなっている。
　今後も、自立した団体運営のため、第３次長野県社会福祉協議会
基本構想に基づき県社協独自の事業について、効率性・合理性を
追求するとともに、活動基盤を強化する積極的な展開を期待した
い。

実　　施　　状　　況

改革基本方針

改革基本方針

平成17年度当初予算への反映に向けた県からの
補助・委託事業の個別の見直しを実施

団体独自の改革実施プラン策定(5か年計画）

　・組織の見直し（理事会、評議員会の定数減）

設立目的（寄付行為・定款上）
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健康福祉部（地域福祉課）
県所管部局
(課)

35

･会員数　H20：5,402人、H21：5,403人、H22：5,397人、H23：5,416人（個人・団体数合計）
・ボランティア登録数　H20：220,665人、H21：224,328人、H22：216,649人、H23：211,710人
・ボランティアグループ数　H20：4,489、H21：4,703、H22：4,657、H23：5,249
・福祉研修受講者数　H20：12,623人、H21：12,160人、H22：13,268人、H23：12,303人
・福祉サービス苦情受付件数　H20：55件、H21：63件、H22：57件、H23：40件

具体的な事業内容

県出捐率
（％）

主な出捐者・出捐額（円）・出捐率（％）

814,293 (1,445,930)

長野県における社会福祉事業その他の社会福祉を目的とする事業の健全な発達及び
社会福祉に関する活動の活性化により、地域福祉の推進を図る。

・社会福祉事業の企画実施、市町村社会福祉協議会相互の連絡調整及び各種調査
・福祉人材の確保・養成、福祉施設等経営指導等、介護支援専門員実務研修受講試験の実施
・地域福祉権利擁護、生活福祉資金貸付、福祉ＮＰＯ・ボランティア活動支援
・社会福祉事業従事者の福利増進、共同募金への協力、指定公表事業の実施
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補助金等比率

固定長期適合率

借入金依存率事業支出伸び率

固定比率

流動比率

0

109,805

当期損益 6,861

0

正味財産比率

経常損益 (A)-(B) △ 237,286

経常費用 (B) 1,051,579

県職員計（非常勤役員除く）

役員平均年収（千円）

経常収益 (A)
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常勤職員計

設立根拠 昭和26年社会福祉法

0

0

H21

設立の沿革

社会福祉事業の民主的運営を図ることを
目的とした社会福祉事業法（現在の社会
福祉法）の施行に伴い、社会福祉協議会
の健全な育成を図るという時代の要請と、
共同募金会とともに地域社会福祉事業に
おける車の両輪として位置付けられ発足
社会福祉法人化
第１次福祉改革による社会福祉事業法の
改正により、都道府県社協は連絡調整だ
けでなく社会福祉事業の健全な発達を図
る事業を実施することとなった。
「社会福祉基礎構造改革」（第２次改革）に
より制定された「社会福祉法」において、
都道府県社会福祉協議会は地域福祉推
進を目的とすることが明示された。
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民間（ＮＰＯ含む）との競合状況
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146,433

都道府県社会福祉協議会については、社会福祉法第110条に位置付けられた団体であり、設立要件や目的としている事業内容、活動エ
リア等から、民間との競合問題はない。

団 体 名
(所在地）

社会福祉法人　長野県社会福祉協議会
（長野市若里7-1-7　長野県社会福祉総合センター内））

代表者 会長　腰原　愛正
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総合企画部会・企画調整委員会での検討

　・法人財政基盤の強化（会費制度の見直し）

県ＯＢ職員の役員への登用

県社協改革内部プロジェクト設置

　中・長期の組織強化、財政改革計画について検討

県職員と県社協職員との交流研修の実施

県職員派遣の廃止方針

改革基本方針策定「県関与の抜本的な縮減」

平成17年年度当初予算への反映に向けた県から
の補助・委託事業の個別の見直し

社会福祉総合センターの管理運営指定管理者制度
導入

　・課所統合による事務局体制の整備、合理化

長野県出資等外郭団体改革状況検証シート



様式２

①　正味財産増減計算書 （単位：千円）

平成21年度 平成22年度（千円） 平成23年度（千円）

経常増減の部

経常収益 (A) 741,591 1,445,930 814,293

うち基本財産運用益

うち受取会費 8,979 8,926 8,810

うち事業収益 100,987 360,670 364,155

うち受取補助金等 631,625 1,076,334 441,328

うち受取国庫補助金

うち受取県補助金 628,433 844,097 294,020

うち受取市町村補助金

経常費用 (B) 521,078 864,863 1,051,579

うち事業費 252,024 529,680 794,381

うち公益事業費

うち給料手当 13,507 0 0

うち管理費 269,054 335,183 257,198

うち役員報酬 4,500 2,750 4,500

うち給料手当 232,986 276,808 277,140

経常増減（損益）額 (C)=(A)-(B) 220,513 581,067 △ 237,286

経常外増減の部
経常外収益 (D) 20,399 117,415 591,833

経常外費用 (E) 10,135 676,974 347,686

経常外増減額 (F)=(D)-(E) 10,264 △ 559,559 244,147

一般正味財産増減（当期損益）額 (G)=(C)+(F) 230,777 21,508 6,861

一般正味財産期首残高 (H) 48,831 △ 66,843 △ 7,690

一般正味財産期末残高 (I)=(G)+(H) 279,608 △ 45,335 △ 829

受取補助金等
うち受取国庫補助金

うち受取地方公共団体補助金

当期指定正味財産増減額 (J) △ 242 594,041 621

指定正味財産期首残高 (K) 765,953 2,955,898 3,491,413

指定正味財産期末残高 (L)=(J)+(K) 765,711 3,549,939 3,492,034

当期正味財産増減額 (M)=(G)+(J) 230,535 615,549 7,482

正味財産期首残高 (N) 764,789 2,922,089 3,537,639

正味財産期末残高 (O)=(M)+(N) 995,324 3,537,638 3,545,121

②　貸借対照表
平成　年度 平成　年度 平成　年度

流動資産 1,291,806 1,743,736 1,696,855

うち現金預金 1,067,168 1,498,923 1,438,289

固定資産 17,159,174 17,739,563 18,178,422

基本財産 31,200 31,200 31,200

うち土地

うち投資有価証券

特定財産
うち退職給与引当資産

うち減価償却引当資産

その他の固定資産 17,127,974 17,708,363 18,147,222

資産合計 18,450,980 19,483,299 19,875,277

流動負債 27,597 36,420 39,869

うち短期借入金

うち未払金 23,942 33,528 32,445

固定負債 17,495,547 15,909,240 16,290,286

うち長期借入金 38,779 38,658 38,524

うち退職給与引当金 144,191 106,948 110,622

負債合計 17,523,144 15,945,660 16,330,155

指定正味財産
うち基本財産への充当額

うち特定資産への充当額

一般正味財産 927,837 3,537,639 3,545,121

うち基本財産への充当額

うち特定資産への充当額

正味財産合計 927,837 3,537,639 3,545,121

負債及び正味財産合計 18,450,981 19,483,299 19,875,276

【財務の状況】（公益・特別法人用） 団体名：長野県社会福祉協議会
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